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lζ関する条約JComvention on the ElimmatlOn of 
AII Forms of D1SCrtmlnations against Women) 
を採択し，日本も乙の条約を1985年IL批准した。乙の条
( 1 ) 
~Jでは，特に第 5条で締約国は伝統的性役割l観ならびに
性jJlJ役別分業の撤廃Kむけて適%な借れをとる ζとか求






























































経済学部 ・工学部 127 
経済学部 ・工学部 61 
生四4学部(餅ぷ学児童三戸) 160 
経済学部 ・工学部 94 










ることになった。大学における男女平等教育は，今後乙 18項目，社会人用20項目にわたる 「職業 ・結婚 ・家厳に
の「論」を絞として推進されると思われる。受講生IC男 関する意識と実態調査J注6)を対象者IC実施した。調査
子学生が多い点が本学の特徴の一つである。乙れら男子 期間は1985年10月-1986年 1月である。
学生が，性差別の本質を即解し，性差別のない社会を築 調査票は.(1)職種 ・学部の選択 (2)職業における男矢
く担い手として育っていく乙とが「婦人問題論J投首の の適性 13)男女能力3毛 (4)女性が職業をもっ乙と 15)性
意義でもある。 15IJ役割l分楽観 (6)両親との交流行)高校時代の学校生活
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7つの意見fC対するlul符哲の傾向をみた。 i(51:;籾が外で働くことは， 12成以ドのfどもの羽合恋
表2は，iM成Ji以文υをは「きり表明した(i・のバー い彩仰をうえるJ，ζf1成する省の本か以も刈いのは，乙
センテージである。 r(l)犬は外で働き，lf:は家艇をて)'る こでもリj子学生Gであった。乙の 2!tllは， (51の!J:.チ，，{:
べきだJIL.賛成する行か.兇子学生グ)レーブ(以下グル一 生(臼)Gの協合を除き ，あとはすべて，リj子学生Gと
ブをGと略す)，ζ多いのか，まず日κっく。彼らの場合， 他のGとの問』ζ統。十的』ζ省怠なJをかぶめられる。 (P<
「とちらかといえば質成」を加えると83%かζの必見lζ 0.01 ) 
f1txという乙とになる。 ぷ後iζ， i家'長Jと「育児Jのやりがいを問う羽ilか
乙の結婚した男女の生き方を，性別lζより以も綿的 (61と(71であるが，これまでのいl答の似)[olから推測がつく
に区別する 『男は外，女は内」というJ57えは，国辿紛 ように，吋然りJ(-学:J:Gは家ポ， f犯を向く評価する乙
人の10年 (1975年-1985年)IL.，国際的IL.広く問い(1'[し とが少なくな っている。
がはかられたものである。にもかかわらす，依然、として 「家事」のやりかし、に反対した者・の，容は， 9:.性教員G
~1子学生Gが高い数舶を示したという乙とは 性別役割l を除き， ~jで子学生Gと他のク)レープ とのIfIW有意な差が
の流動化の影響を彼らか受ける機会をもたなかった乙と 認められる。-Jj， i育児jの羽合は，家事Kくらべる
をうかかわせる。乙乙では，その他の5グループとの聞 と，若干やりがいがありそうだ，とする省の率は上昇し
に統計的にも行怠な去が認められる。 (P<Oφ01) ている。乙の傾向Lt，男性教IlGの場合もIliH蒙であり ，
次lζ，(21と131fL.1刻しては，男チ学生Gは他のグループ また「家'JJJを児性ほとには低く評価していない各友性






包l答にあらわれるなHdである。 i(41乳幼児のflWiは，保 1I .男女能力差について
f所，ベビーシ yターなどに頼んでよし、JIC.ldiし， 図 1 は 7 つの能力について，9:.と ~Jどちらがまさって
表2.性別役書IJlJ.
男子学生 男性教員 女子学生IA)女子学出B)
賛成反対 f1it. 反対 :thx: 11必1 f1成反対
(1犬は外で働きs(j家l廷を守る
べきだ料
36. 2 !'i 4 11.4 18.2 9.8 31. 1 8.1 13.1 
(21 '-lは仕事で成功することがー 8. 5 
喜子た
16 9 14.3 14.3 3.3 26. 2 3.8 17.5 
131女の幸せは結婚することKよ 9. 3 
ってj弓られる
1!'i.5 7.7 14.3 !'i.O 3!'i.0 !'i.0 17.5 
14 )乳幼児の世話は保育所、ベビ 3.1 633: 11. 8 21.5 6. 7 26. 7 2.5 43.4 
ーシッターなどに頼んでよい紳
(51!寺親が外で働く ζとは12歳以
下与のえ子るど騨もの湯代恋い影響を 38.0 3.9 20. 7 20. 7 14.8 16.4 20.0 6. 9 
161あなたにとって*'Jはやりが 2.3 32.6 8. '{ 
いがある(ありそうだ)
18.5 1!'i.0 13.3 23.1 4.4 
171あなたにと って育児はやりが
いがある(ありそうだ)
l卜6 14，0 17. d. 9.8 20 0 3.3 
注 lどちらかといえは質成、とちらかといえば反対、わからない、は行略
2 40~ち以 tの人がマーク したものに・ 0 ・ー 印をつけた。
(数値は%)
女性教員 保母 |
f1成 JxM 賛成 反対
。o1:76.0: 0.0 
8. 3 33.3 0.0 
。:56.0・ 3.3 30.01 
28. 0 8. 0 17.5 
8. 2 :52.0: 6.9 :48.3 
12.0 16.0 31. 0 3.4 
4.0 I ::5~.: 2.:j_~. 0 
3林 は9j子学生グループと他のグルーフとのml'ζ有怠の正告がみられた回答である
( 3 ) 
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J~する能力」である ζ とを指摘しておきたい。 学生K家事分担の実際と，家事 ・育児における男性
男子乍生Gも男性教.LlGも， (41は i1国人によるJと凶 の参加をとう考えるかを問うた結果が表4である。
答するふ容が高いのに，女性教員Gでは，乙の項目がh;cも 家事分担の実際については，特IL:i食'界」をとりあげ
低く，女子学生 (A)も矧似の傾向を示している。ζ 乙 て質問してみた。 í~、つもするJ i時々するJ(;l，男子
では省略したが，保母Gも同機である。但し女-ry:生 学生Gの場合，その父線の湯合も含めて，4人に一人の書IJ





表3では， i女の子Jr男の子Jにぜひ身IL:つけさせ 次1[，家'Jの分担について， i男性もやるべきだJと
( 4 ) 
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表3 子ともにぜひ身につけさせたいと思うもの
数字は前が96、後方、実数
男子学生 女子学生IA) 女子学生18) 男性教員 女性教員 保 母
女なの子ら 男の子 女の子 男の子 女の子 男のF女のチ 男のチ 女の子 男の子 女の子 'J~の子なら なら なら なら なら なら なら なら なら なら なら
l活発である 40151) 園1m;) 57 (ぉ) 国(伺 53 1 84)国(121) 37 (湖 52 (4~ 36 ( ~ 40 ( lQ 図(1カ園(2) 
2がまん強さ 45 (5カ匿0叫 57 ( 35) 64 (39) 46 (7~ 66 (1fi) 50 (4可 53 ( sc!固(1~ 圃い時 38 ( 12) 44 ( 14)
1)ー ダーシッ
3プをとれる 18 (2功 63 (叫 26 ( 1~ 44 (2カ 21 ( 3) 44 ( 70) 22 (21) 36(~ 32 ( ~ 36 ( ~ 9 (場 16 ( 5)1 
4自分の考えを
主張する
35(~ 71 (叫 48(湖 函(42) 48 (7) 57 (91) 48 (45) 48(必) 44 ( 1) 44 ( 1) 44 ( I~ 47 ( 15) 
5知的関心や興
.味をもっ 43 (5司 58 (7~ 51 (31) 54 ( 3) 41 ( 7司 51 (82) 函(~ 回(吋 函1I~ 56 (I~ 図(I~ 44 ( I~ 
6行動力をもっ 30 (:到 回(1侃) 43 (2~ 函(4~ 42 (67) 回(14) 41 (湖 圃(日)函い母 圏(17) 38い2)園I I~
7判断力をもっ 48 (61) 圃(1~ 59 (ぉ) 回(47) 56 (剣 四(1 1~ 園l刈 函(叫 圃(I~ 団い司 31 (I~ 41 ( 1功
8礼儀正しさ 圏(~ 711叫 回(4カ 66 (湖 63 (1叫 51 (81) 48(45) 47 (~ 36 (唱 32 ( ~ 47 ( 15) 34111) 
9素直さ 圏(12) 74 (9~ 図(応) 66(40) 固(1湖 固(W7) 固(6~ 55 (回) 48 ( 12) 48 ( 12) 園(22) 図(21) 
。.他や人への思い
l り 図(11~ 80 (101) 図(57) 困(48)困(141) 園(132) 困(7市 函(叫 圃いカ 固い司 函(27)図(2詩
11 きちんとした
.身だしなみ 図(剣l 50(~ 49 ( 3)j 34 (21) 56 (叫 38(倒 45 ( 42) 30 (湖 28 ( 7) 28 ( ~ 16 ( 5) 6 ( 2) 
12: 約束乙とを
守る 困(99)図(1同 図(40) 67 (41) 固(107) 固(107) 図(吟 回(~ 圃(15) 園いカ 国(2~ 圃(2q 
13よく気がつく 図(1fi) 42 (5請 56 (34) 28 (1カ困(1ω) 26 (41) 45 ( 42) 27 (25) 24 ( ~ 16 ( ~ 31 ( 10) 3 ( 1) 
14協調性 711剣 75 (95) 図(39) 54 ( 3)回(14) 似 (1也) 49 1 46) 40 (羽 52 ( 1境 56 ( 1~ 図(1~ 47 ( 15)
注 1.各グループの中で選択されたベスト ・5，ζ?ー クしである。
いう考えに賛成の者は，女子 (A)Gが最も多く ，男子学 との攻iRも，各グループとも rc . *fiめば(刺まれれ
生および友子学生(8)Gとの問lζ有志、な支:がみられた。 ば)夫がやる」が肢も多い。
育児については，男子学生Gの賛成者が家事の湯合の また，グノレー フ。悶では，保母の配偶省の易合の. r 3. 














表4 家事分担の実際と家事 ・育児についての考え 学生の場合
男子学生 その父来日の場o女子学割A)その父親の湯合 女子学釘B)そのx主主の勘合
人数 % 人数 5者 人数 % 人数 ラ杉 人数 号匹 人数 % 
食事のしたく (料理など)
いつもする 7 S.4 2 1.6 7 115 1.8 21 13.1 2 1.4 
2. ときどきする 24 18.6 32 2S.6 32 52.5 15 26. 3 92 57.5 30 20. 7 
3. しない 98 76.0 90 72.0 22 36.1 41 71. 9 47 29. 4 113 7. 9 
4 その他 。 0.8 。 。 。 。
食事のあとかたづけ(食器洗いなど)
いつもする 6 4. 7 3 2.4 15 24.6 3 S.3 47 29. 4 O. 7 
2 ときときする 28 21. 7 35 28.0 36 59.0 10 17.5 95 59.4 31 21. 4 
3 しない 95 73.6 86 68.8 10 16.4 44 7. 2 18 11. 3 113 7. 9 
4 その他 。一 0.8 。一 。 。 。
家事(炊事、買物、;先たくなど)の分担
男性もやるべきだ 9 7.0 18 30.0 19 11. 9 
2 どちらかといえば男f吐もやるべきだ 28 21. 7 19 31. 7 63 39. 4 
3 どちらかといえば男性はやるべきでない 37 28. 7 8 13.3 36 22.5 
4 男性はやるべきでない 24 18.6 5 8.3 4 2.5 
5 どちらともいえない 31 24.0 10 16.7 38 23.8 
育児の分担
l 男性もやるべきだ 31 24.0 36 60.0 66 41. 3 
2 どちらかといえば男性もやるべきだ 52 40.3 16 26. 7 70 43.8 
3. どちらかといえば男性はやるべきでない 15 11. 6 2 3.3 10 6.3 
4 男性はやるべきでない 13 10.1 1.7 0.6 
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表 5. 家事分担の実際と家事 ・育児についての巧え 社会人の湯合
男性教員 女性教員 保 母
人数 号出 人数 % 人数 5杉
l日常の掃除 a夫が主にやる 3 3. 4 2 11. 8 。
b夫婦が協力してやる 1 12.4 3 17.6 2 13.3 
C頼めば(頼まれれば)夫がやる 39 43.8 8 47. 1 6 40.0 
d気が向いたら夫がする 23 25.8 3 17.6 3 20.0 
e夫は何もしない 13 14.6 5.9 4 26. 7 
2.食料品、日 1. 1 。 。
用品の買物 19 21. 3 7 41.2 2 13.3 
41 46.1 7 41.2 9 60.0 
12 13.5 2 118 6. 7 
16 18.0 5.9 3 20.0 
3食事の仕た 。 。 。
7 7.9 3 17.6 。
27 30.3 7 41. 2 5 33.3 
20 22 5 5.9 6 7 
35 39.3 6 35.3 9 60.0 
4食事のあと 1.1 2 11. 8 。
の食器洗い 10 11.4 4 23.5 3 20.0 
30 34. 1 5 29. 4 3 20.0 
22 25.0 3 17.6 6. 7 
25 28.4 3 17.6 8 53.3 
5.家事につい a男性もやるべきだ 16 17.2 13 54.2 15 48.4 
て bどちらかといえば男性もやるべきだ 31 33.3 7 29. 2 14 45. 2 
Cどちらかといえば男性はやるべきでない 13 14.0 4.2 3.2 
d男性はやるべきでない 1. 1 。 。
eとちらともいえない ・その他 32 34.4 3 12.5 3. 2 
6育児につい a男性もやるべきだ 26 27.7 17 70.8 22 71.0 
て bどちらかといえば男性もやるべきだ 33 35.1 5 20.8 8 25.8 
cどちらかといえば男性はやるべきでない 1 11. 7 。 3. 2 
d男性はやるべきでない 2 2.1 。 。
























( 7 ) 
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男 女のくさった奴 (友達から) 6 (5) 121(95) 
子 (先生から) 5 (4) 122 (96) 
ゐ寸同ー
男のくせに (友達から) 32 (25) 95(75) 生
1:刀 (先生から) 15 (12) 112(78) 
女 男みたいだ (友達から)
28 (46) 33 (54) 
子 (先生から) 15 (25) 46(75) 
Aザ崎ー
女の子はそんな (友達から) 32 (53) 29(47) 生
A 
乙としないもの (先生から) 15 (25) 45 (75) 
) 女のくせに (友達から) 27 (44) 34 (56) 
61 (先生から) 9 (15) 52 (85) 
女子学
男みたいだ (友達から) 61 (38) 99(62) 
(先生から) 22 (14) 138 (86) 
生 女の子はそんな (友達から) 62 (39) 
98(61) 
( 乙としないもの (先生から) 37 (23) 123(77) 
B 女のくせに (友達から) 63 (39) 97(61) 




























































































































































( 3 1古池純子・要因洋江 ・岩堂美智子:保母の性役割芯
識について，乳幼児発達研究所研究紀要VoL. 4 
PJO-25 (]987) 
(4 1菅孝行 :女の自立 ・男の自由 性別分業の解体を求
めて毎日新聞社P.3(1984) 
[5 lNaifeh， S. & Smith， G. W. Why can't 
men open up? Woodward/White， Inc. (1984) 










By means of a questionaire， we asked 127 male university students about their views regarding the roles men and 
women should have. 
百lefollowing was derived; 
1. The m勾orityof them had a v巴ryconservative view in that the husband should work outside and the wife should 
keep house. They consider that it is quite natural for women to stop working once they get married. They don't seem 
to accept the reality tha t women are leading th巴irown lives in various ways and in various fields 
(10) 
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2. Also， they emphasized the way of thinking in that men are generally superior to women in abilty， especially in 
leadership qualities (controlling and leading others) and in deciding things. 
3. To the question“What do you suggest a man or a ¥Voman should be 1"， the majority gave the stereo-typed answer， 
“A man should be masculine and a woman should be feminine." On the basis of the above results， we discussed the 
indispensability of a program given to students (especially male students) in school， work， home and community educa・
tion reforming the divisions of sex roles so as to advance the equality of the sexes. 
、 ?
?
??， ， 、
